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地域は学校の応援団
社会が複雑化し、子どもを取り巻

く環境は大きく変化しています。

学校は今、さまざまな課題を抱え

ています。過剰に役割を求められ

るようにもなっています。学校支

援地域本部事業は、教育の役割と

責任を学校だけが負うのではなく、

学校と家庭、地域がこれまで以上

に連携協力して教育活動を進めて

いくものです。みんなの力で行う

ことで、教員や地域の大人は子ど

もと向き合う時間が増えます。市

民が自らの学習成果を生かす場が

広がります。学校や地域の教育力

の向上が期待できる取組です。
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「子育ち」の記事についてのお問い合わせは

●放課後子ども教室・学校支援地域本部事業について

　教育部生涯学習課主査（放課後子どもプラン担当）　　
　 (24) ３１３１　内線５６８

学校を支え、子どもをみんなで育てる

北斗中学校区
学校支援地域本部事業

放
課
後
子
ど
も
教
室
と
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
地
域
の
大
人
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
、
子
ど
も
や
学
校
の
活
動
を
支
え
て
い
く
取
組
で
す
。
地
域
に
住

む
多
く
の
方
が
関
わ
る
こ
と
で
、
地
域
と
子
ど
も
、
地
域
と
学
校
と
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
、
地
域
の
き
ず
な
が
強
く
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
と
し
て
こ
の
取
組
の
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

子育

市
民
が
学
校
の
教
育
活
動
を
支

援
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
。
市
は
こ
の
た
び
北
斗

中
、
信
濃
小
、
桜
木
小
を
ひ
と
つ
の

校
区
に
し
た
北
斗
中
学
校
区
学
校

支
援
地
域
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

市民が講師となり生徒と地域の大人がともに学んでいる北斗
中の北斗ふれあいサークル。市民は学校支援地域本部事業の
取組で学校のこうした活動に関わる機会が多くなります

　

こ
の
事
業
で
は
、
市
民
が
こ
れ

ま
で
個
々
に
行
っ
て
き
た
学
校
支

援
の
取
組
を
発
展
さ
せ
、
こ
れ
を
組

織
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
学
校

と
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
学
校

を
核
に
地
域
の
力
が
高
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
と
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
は
、
と
も
に
市

民
が
子
ど
も
の
教
育
を
支
え
て
い

く
取
組
で
す
。
両
事
業
と
も
平
成

21
年
度
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実

施
し
、
そ
の
成
果
を
検
証
し
な
が

ら
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子育て子育ち＆

みんなで支え、 子どもが育つまちづくり
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学校支援地域本部事業のしくみ
学校支援地域本部事業は学校の教育活動に市民が参加

し、両者が力を合わせて子どもを育てていく取組です。


